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１．研究計画の概要 

本研究は、南半球春期に南極オゾンホール
内のオゾン破壊分子を含んだ低オゾン濃度
空気塊が中緯度地帯まで到来することによ
って中緯度地帯のオゾン層に与える影響を
評価し、そのメカニズムに関するこれまでの
知見を観測的に検証し、また新たな知見を得
ることが目的である。そのために、地上ミリ
波分光計を南米最南端近くのリオ・ガジェゴ
スに設置し、オゾンとオゾン破壊関連分子の
高度分布の連続観測を行い、得られたオゾン
等の高度別時間変動データと気象場解析及
び化学輸送モデルとの比較から、オゾンホー
ルの中緯度地帯への影響を評価し、その力
学・化学過程の検証・解明を進める。 

 

２．研究の進捗状況 

本研究では、名古屋大学のミリ波分光計を
アルゼンチンのリオ・ガジェゴスに移設して
成層圏オゾン等の高度分布を連続的に観測
し、1 時間以下の短い時間分解能で取得され
た観測データをもとに、オゾンホールが中緯
度地域のオゾン層に与える影響を、気象場解
析や化学輸送モデルとの比較を通じて検
証・評価することを計画していた。 

まず、ミリ波分光計をリオ・ガジェゴスに
移設するために、現地の基盤整備及び既存の
200 GHz 帯ミリ波分光計の改修を行った。当
初移設を予定していた建物が電源容量不足
で不適であったため、別途コンテナハウスを
用意し、Quel 教授グループのオゾンライダー
用コンテナの隣に設置して電源を直接引き
込み、2010 年 1 月に観測室を完成させた。
また、ミリ波分光計についてはデジタル分光
計を新規購入し、必要な中間周波系システム
と制御・観測ソフトウエアを開発した。観測

室完成後にミリ波分光計をリオ・ガジェゴス
へ輸送し、観測室内に装置を設置した。その
後、ミリ波分光計の調整及び試験観測を 2010

年 12 月まで継続した。周波数を切り替えな
がら試験観測を行った結果、現地でオゾンス
ペクトルを観測するには 208 GHz 帯のスペ
クトルを用いるのが良く、30 分間の積分で高
度分布解析に十分な S/N のスペクトルが得
られることがわかった。 

これらの結果を踏まえ、2011 年 1 月より
定常観測を開始した。また、オゾンの高度分
布解析に必要となる上空の気象データを
NCEP 再解析データ及び気象庁気候データ
同化システム解析データより作成するプロ
グラムを整備し、データを作成した。また、
3 月にはオゾンライダー及びオゾンゾンデと
の同時検証観測を行った。 

なお、2011 年 3 月には観測施設の開所式
を、アルゼンチン大統領を迎えて行い、この
ときに現地で広く本研究活動が報道された。 

 

３．現在までの達成度 

本研究では、（１）リオ・ガジェゴスで地
上ミリ波分光計を用いて、成層圏オゾン等の
高度分布を 1 時間以下の時間分解能で連続観
測して時間的に密な高度別時間変動データ
を得る、（２）観測データを基に、南極オゾ
ンホール内から中緯度地帯まで到来する低
オゾン濃度空気塊内のオゾン破壊分子の濃
度変化や空気塊の輸送量・拡散など、中緯度
地帯のオゾン層に与える影響を気象場解析
および科学輸送モデル計算との比較によっ
て総合的に評価し、そのメカニズムに関する
知見を観測的に検証する、ことを達成目標と
していた。当初の 3 年間では、（１）に重点
を置き、リオ・ガジェゴスで定常観測の実現
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が主要な目標であった。以下に、それぞれの
目標について達成度の評価を行う。 

（１）に関しては、②おおむね順調に進展し
ている、と評価する。2011 年 3 月までに、
200GHz 帯ミリ波分光計の改修、リオ・ガジ
ェゴス観測施設への設置を完了し、定常観測
を開始した。また、観測されたオゾンスペク
トルから現地にて高度分布解析を行い、高度
別のオゾン時間変動データを得ている。さら
に解析データを観測施設内で共有し、ライダ
ー観測グループへ提供を行っている。またオ
ゾンライダーとの同時検証実験を行い、互い
の観測精度の確認を行った。これらは当初目
標として掲げた項目であり、その大部分を実
現できたことから、「②おおむね順調に進展
している」と評価される。 

（２）に関しては、③やや遅れている、と評
価する。2011 年 1 月より定常観測が開始さ
れたが、この時期は南極オゾンホールが消失
していて、南極オゾンホール到来時・消滅時
に中緯度地帯のオゾン層はどのように変動
するのか、などの定量的な評価を行うために
必要な観測データはまだ十分には得られて
いない。一方で、気象場解析に必要な気象デ
ータの整備は順調に行っており、次の南極オ
ゾンホール生成期以降の観測シーズンに向
けてデータを整備して待機している状態で
ある。これらの状況から、「③やや遅れてい
る」と評価される。 

 

４．今後の研究の推進方策 
本研究は達成度で一部にやや遅れている

点があるものの、おおむね当初計画通り進展
しており、今後も研究計画に沿って、以下の
ように研究を進めていく。 

（１）リオ・ガジェゴスでの成層圏オゾン等
の定常観測を進める。また、年に数回オゾン
ライダーとの同時検証観測を行い、互いに観
測精度が保証されていることを確認する。 

（２）気象場解析及びモデル計算との比較に
よる中緯度地帯のオゾン層への影響・メカニ
ズムの検証を行う。観測から得られたオゾン
等の高度別時間変動と気象場解析および化
学輸送モデルの計算との比較を行い、南極オ
ゾンホール到来時・消滅時に中緯度地帯のオ
ゾン層はどのように変動するのか等の変動
メカニズムの検証と新たなメカニズムの解
明、さらにオゾンホールが中緯度地帯のオゾ
ン層に長期的に与える影響について定量的
な評価を進める。さらに、最終年度にはこれ
らの研究成果を取りまとめて公表するため
の国際ワークショップを開催し、また論文に
まとめて国際的な学会誌に投稿する。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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